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専せ
ん

称し
ょ
う

寺じ

境き
ょ
う

域い
き

指　

定　

昭
和
六
十
二
年
三
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
山
崎
字
梅
福
山
ほ
か

所
有
者　

専
称
寺　

ほ
か
二
名

室
町
時
代（
十
六
世
紀
）

面
積　

五
二
、八
三
六
㎡

梅
福
山
報
恩
院
専
称
寺
は
、
応
永
二
年（
一
三
九
五
）良
就
上
人
十
声
大

和
尚
が
開
山
し
た
寺
で
、
浄
上
宗
名
越
派
の
総
本
山
で
あ
っ
た
。

名
越
派
は
、
浄
土
宗
の
宗
祖
法
然
の
門
弟
で
、
鎮
西
派
を
開
い
た
弁
長

の
弟
子
良
忠
の
門
下
、
良
弁（
尊
観
）が
興
し
た
流
派
で
あ
る
。
良
弁
の
弟

子
良
慶
を
経
て
良
山
は
如
来
寺（
平
山
崎
字
矢
ノ
目
）を
開
い
た
。
な
お
良
就

は
、
良
山
の
高
弟
に
あ
た
る
。

専
称
寺
六
世
良
大（
文
亀
年
間
一
五
〇
一
～
○
四
）の
と
き
勅
願
所
と
な
り
、

良
大
の
衣い

鉢は
つ

を
継
い
だ
僧
ら
が
全
国
に
布
教
し
て
建
て
た
寺
院
は
、
江
戸

初
期
ま
で
に
五
〇
〇
ヶ
所
を
数
え
た
と
い
う
。
万
治
四
年（
一
六
六
一
）に

は
円
通
寺（
栃
木
県
益
子
町
）と
共
に
、
名
越
派
の
檀
林（
僧
徒
の
学
問
修
養
の

道
場
）と
し
て
学
僧
が
二
百
余
人
を
数
え
た
。

寛
文
十
一
年（
一
六
七
一
）に
、
本
堂
に
つ
づ
い
て
方
丈
、
庫く

裡り

も
再
建

さ
れ
伽が

藍ら
ん

が
整
備
さ
れ
た
。
江
戸
初
期
以
来
幕
府
か
ら
寺
領
七
〇
石
を
賜

わ
り
、
奥
羽
の
浄
土
宗
全
寺
院
を
支
配
す
る
総
録
所
と
な
る
。
し
か
し
、

明
治
維
新
の
浄
土
宗
派
の
混
乱
に
よ
り
、
名
越
派
が
廃
止
さ
れ
た
。
明
治

三
十
五
年（
一
九
〇
二
）六
十
七
世
良
勲
に
よ
る
諸
堂
の
修
理
や
、
門
弟
教

育
の
努
力
も
空
し
く
、
六
十
八
世
良
幽
を
最
後
に
名
越
派
が
伝
来
・
伝
戒

を
行
う
こ
と
が
停
止
さ
れ
た
。

現
在
の
境
域
は
縮
小
さ
れ
て
は
い
る
が
、
山
号
に
由
来
す
る
梅
福
山
の

山
容
を
は
じ
め
、
寂じ
ゃ
っ

光こ
う

院い
ん

跡あ
と

、
衆し
ゅ
う

寮り
ょ
う

跡あ
と

、
江
戸
期
の
本
堂
、
庫
裡
、

鐘
楼
な
ど
も
現
存
し
、
浄
土
宗
檀
林
の
姿
を
良
く
止
め
て
い
る
。
衆
寮
跡

地
に
植
栽
さ
れ
た
白
梅
は
、
境
域
に
ひ
と
し
お
の
風
趣
を
添
え
、
境
域
の

良
好
な
保
存
と
あ
わ
せ
て
、
そ
の
勝
景
は
史
跡
及
び
名
勝
と
し
て
高
い
価

値
を
有
す
る
。
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県指定天然記念物

上か
み

平ひ
ら

窪く
ぼ

の
シ
イ
ノ
キ
群ぐ
ん

指　

定　

昭
和
二
十
八
年
十
月
一
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
上
平
窪
字
横
山

所
有
者　

い
わ
き
市

夏
井
川
中
流
左
岸
の
、
河
岸
段
丘
南
端
に
生
育
す
る
シ
イ
ノ
キ
群
で
、

樹
種
は
ス
ダ
ジ
イ
で
あ
る
。
こ
の
地
域
に
は
各
所
に
ス
ダ
ジ
イ
が
残
っ
て

い
て
、
過
去
の
自
然
植
生
を
推
定
す
る
資
料
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
イ
ノ
キ
群
は
、
上
平
窪
の
墓
地
周
辺
に
あ
る
巨
木
四
本
で
、
大

き
な
も
の
は
樹
高
二
〇
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
六
・
五
ｍ
、
小
さ
い
の
は
樹
高

一
五
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
二
・
五
ｍ
あ
る
。
周
囲
は
果
樹
園
で
土
地
が
肥

え
、
立
地
に
恵
ま
れ
樹
勢
は
盛
ん
で
あ
る
。
樹
下
に
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
ア

オ
キ
・
シ
ロ
ダ
モ
が
、
下
草
に
は
キ
ズ
タ
・
テ
イ
カ
カ
ズ
ラ
・
ヤ
ブ
コ
ウ

ジ
が
あ
っ
て
、
い
わ
き
市
の
常
緑
広
葉
樹
林
域
の
主
要
植
物
は
す
べ
て
備

わ
っ
て
い
る
。

ス
ダ
ジ
イ
の
単
体
は
、
原
町
市
・
富
岡
町
に
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
も
海

岸
に
近
い
。
本
樹
は
内
陸
に
深
く
入
っ
て
分
布
の
最
前
線
に
近
い
、
ス
ダ

ジ
イ
の
大
木
で
あ
る
こ
と
に
意
義
が
あ
る
。

ス
ダ
ジ
イ（
ブ
ナ
科
）

ス
ダ
ジ
イ
は
暖
帯
の
代
表
的
な
極き
ょ
く

相そ
う

林り
ん

構こ
う

成せ
い

樹じ
ゅ

木も
く

で
、
分
布
の
中
心

は
関
東
以
西
の
暖
帯
で
あ
る
。
常
緑
広
葉
の
木
で
、
樹
高
は
二
〇
～
二
五

ｍ
に
な
る
。
樹
皮
は
黒
灰
色
で
縦
に
さ
け
て
凹
凸
が
は
げ
し
く
、
枝
は
太

く
出
て
小
さ
い
皮
目
を
つ
け
る
。
樹
冠
は
傘
形
に
広
が
り
、
下
層
の
葉
が

少
な
く
、
樹
下
に
大
き
な
空
間
が
で
き
る
。
雌
雄
同
株
で
、
崖
地
な
ど
の

肥
沃
な
深
い
土
壌
を
好
む
。
春
に
は
淡
黄
色
の
小
さ
な
花
を
付
け
、
秋
に

は
先
の
と
が
っ
た
シ
イ
の
実
を
付
け
る
。
シ
イ
の
実
は
、
採
取
し
て
食
用

に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
シ
イ
タ
ケ
の
原
木
と
し
て
利
用
さ
れ
た
こ
と

と
、建
築
木
工
用
材
と
し
て
は
価
値
が
低
い
と
い
う
理
由
か
ら
伐
採
さ
れ
、

近
年
極
端
に
少
な
く
な
っ
た
。
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県指定天然記念物

石い
し

森も
り

の
カ
リ
ン

指　

定　

昭
和
三
十
年
十
二
月
二
十
七
日

所
在
地　

い
わ
き
市
平
四
ツ
波
字
石
森

所
有
者　

忠
教
寺

こ
の
カ
リ
ン
は
、
石
森
山
中
腹
の
石
森
観
音
堂
の
境
内
に
あ
る
。
植
栽

さ
れ
た
も
の
で
、
樹
高
約
一
一
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
三
ｍ
、
根
回
り
四
ｍ
の

古
木
で
あ
る
。
樹
齢
八
百
余
年
と
伝
え
ら
れ
る
が
正
確
な
と
こ
ろ
は
不
明

で
あ
る
。
樹
幹
は
地
上
二
ｍ
付
近
ま
で
空
洞
が
あ
り
、
梢
は
三
幹
に
叢
生

し
て
い
る
。
樹
皮
は
緑
褐
色
で
な
め
ら
か
、
鱗り
ん

片ぺ
ん

状じ
ょ
う

に
は
が
れ
て
雲
文

が
で
き
る
。
五
月
上
旬
に
淡
紅
色
で
直
径
三
㎝
ぐ
ら
い
の
花
を
枝
の
端
に

付
け
、
果
実
は
扁
球
状
で
凹
凸
の
あ
る
秋
ナ
ス
の
よ
う
な
形
に
な
る
。
黄

色
に
熟
し
よ
い
香
り
を
も
つ
が
、
果
肉
は
木
化
し
渋
み
が
強
く
、
適
宜
甘

味
を
加
え
て
食
べ
る
こ
と
が
で
き
る
。

中
国
原
産
の
落
葉
樹
で
、
イ
チ
ョ
ウ
・
ナ
ギ
・
タ
ラ
ヨ
ウ
・
ム
ク
ロ
ジ

等
と
同
様
に
異
国
の
珍
奇
な
植
物
と
し
て
、
尊
崇
の
対
象
、
文
化
・
権
威

の
象
徴
だ
っ
た
も
の
か
、
薬
用
で
あ
っ
た
も
の
か
、
異
国
崇
拝
心
情
を
吐

露
し
た
も
の
か
、
ま
た
庶
民
の
素
直
な
献
木
で
あ
る
の
か
は
判
ら
な
い
。

カ
リ
ン（
カ
ラ
ナ
シ
木
瓜
）（
バ
ラ
科
）

カ
リ
ン
は
ボ
ケ
属
に
含
ま
れ
る
落
葉
高
木
で
あ
る
。
樹
幹
は
叢
生
し
て

直
立
し
、
枝
は
細
く
上
に
向
く
た
め
樹
形
は
柱
状
に
な
る
。
葉
は
互
生
、

倒
卵
形
で
細
い
鋸
歯
が
あ
り
、
長
さ
は
四
～
八
㎝
で
あ
る
。
明
る
い
場
所

で
土
壌
の
深
い
と
こ
ろ
を
好
み
、
成
長
が
早
く
、
樹
高
六
～
一
〇
ｍ
に
な

る
亜
高
木
で
あ
る
。
剪
定
に
耐
え
庭
木
と
し
て
使
わ
れ
、
果
実
は
輪
切
り

に
し
て
か
げ
干
し
に
し
、
煎
じ
て
鎮
咳
剤
と
し
て
使
用
さ
れ
る
。
古
く
は

肺
結
核
の
一
期
・
二
期
に
も
使
用
し
た
と
い
わ
れ
る
。
近
年
果
実
酒
と
し

て
芳
香
が
よ
ろ
こ
ば
れ
、
栽
培
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
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県指定天然記念物

小お

浜ば
ま

の
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
自じ

生せ
い

地ち

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
小
浜
町
渚

所
有
者　

個
人

小
浜
は
海
岸
段
丘
の
裾
に
あ
り
、
周
囲
は
段
丘
崖
に
囲
ま
れ
て
夏
涼
し

く
冬
暖
か
な
環
境
で
あ
る
。
海
風
と
適
度
な
湿
気
が
あ
り
、
ま
た
地
下
水

が
湿
気
を
保
つ
の
で
、
暖
地
性
植
物
の
生
育
に
適
し
た
地
域
で
あ
る
。

所
有
者
宅
裏
山
の
杉
林
内
に
生
育
す
る
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
は
、
約
十

グ
ル
ー
プ
ほ
ど
あ
り
、管
理
が
行
き
届
い
て
群
落
の
勢
い
は
良
好
で
あ
る
。

こ
の
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
群
落
は
、日
本
の
北
限
地
帯
の
も
の
で
あ
る
。

ウ
ラ
ジ
ロ
は
コ
シ
ダ
よ
り
耐
寒
性
が
強
い
の
で
、
さ
ら
に
北
上
し
て
久
之

浜
町
末
続
付
近
ま
で
伸
び
て
い
る
。
し
か
し
、
七
月
か
ら
八
月
に
か
け
て

放
散
さ
れ
た
胞
子
は
、
発
芽
し
て
前
葉
体
と
な
り
、
造
精
器
を
形
成
し
て

も
低
温
で
造
卵
器
の
形
成
が
お
く
れ
、有
性
生
殖
が
で
き
な
い
。
従
っ
て
、

こ
こ
で
の
繁
殖
は
、
専
ら
根こ
ん

茎け
い

の
拡
張
に
よ
る
栄
養
生
殖
で
あ
り
、
地
上

部
を
採
取
す
る
と
、
光
合
成
が
で
き
ず
に
絶
滅
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
。

古
く
か
ら
こ
の
付
近
は
、
コ
シ
ダ
・
ウ
ラ
ジ
ロ
の
自
生
地
と
し
て
知
ら

れ
て
い
て
、
生
花
や
正
月
の
飾
り
に
使
わ
れ
絶
滅
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

昭
和
九
年
当
時
、
平
第
三
小
学
校
訓
導
野
崎
順
氏
の
調
査
報
告
で
玉
露
・

龍
ケ
崎
の
自
生
地
と
と
も
に
注
目
さ
れ
は
じ
め
た
。

コ
シ
ダ（
ウ
ラ
ジ
ロ
科
）

常
緑
性
の
シ
ダ
で
、
根
茎
は
良
く
伸
び
る
。
草
丈
は
二
又
に
分
か
れ
て

二
ｍ
に
な
る
。
葉
の
表
面
は
革
質
で
光
沢
が
あ
り
、
長
さ
は
一
五
～
三
〇

㎝
、
幅
三
～
七
㎝
で
、
葉
裏
が
白
い
。

ウ
ラ
ジ
ロ（
ウ
ラ
ジ
ロ
科
）

常
緑
性
シ
ダ
で
根
茎
が
長
く
地
中
を
は
い
、
良
く
育
っ
た
葉
は
四
～
五

対
の
羽
片
を
出
し
、
草
丈
は
二
ｍ
ほ
ど
に
な
る
。
葉
の
長
さ
は
五
〇
㎝
以

上
、
幅
は
三
〇
㎝
に
な
る
が
光
沢
は
な
い
。
葉
の
裏
は
白
く
、
星
状
毛
が

あ
る
。
葉
は
羽
状
に
深
く
さ
け
る
。
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県指定天然記念物

上か
み

三み

坂さ
か

の
シ
ダ
レ
グ
リ
自じ

生せ
い

地ち

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
三
和
町
上
三
坂
字
作
田

所
有
者　

個
人

上
三
坂
字
作
田
は
、
西
に
八
一
九
ｍ
の
芝
山
と
、
東
に
七
二
一
ｍ
の
塩

見
山
に
は
さ
ま
れ
た
標
高
六
〇
〇
ｍ
前
後
の
阿
武
隈
高
地
中
に
あ
る
。
シ

ダ
レ
グ
リ
は
、
人
家
に
近
い
ヤ
マ
ツ
ツ
ジ
に
包
ま
れ
た
小
高
い
丘
に
散
在

す
る
。
峰
部
に
あ
る
の
が
古
木
で
樹
高
三
ｍ
、
胸
高
幹
回
り
は
七
〇
㎝
で

あ
る
。
地
上
二
ｍ
ぐ
ら
い
の
と
こ
ろ
か
ら
枝
が
反
転
し
、
地
面
に
垂
れ
て

接
し
て
い
る
。
こ
の
古
木
を
中
心
に
数
本
の
シ
ダ
レ
グ
リ
が
あ
る
。

シ
ダ
レ
グ
リ
の
果
実
は
小
形
で
、
種
子
は
食
用
に
な
ら
な
い
ほ
ど
小
さ

い
。
種
子
を
播
い
て
も
、
大
部
分
は
正
常
な
ク
リ
に
な
り
、
シ
ダ
レ
グ
リ

に
な
る
の
は
極
稀
で
あ
る
。
従
っ
て
こ
の
ク
リ
の
枝
が
垂
れ
る
形
質
は
、

遺
伝
形
的
に
固
定
さ
れ
た
も
の
で
は
な
い
。

自
生
シ
ダ
レ
グ
リ
の
種
樹
は
、
他
の
樹
木
の
間
で
は
生
長
が
悪
く
、
人

手
を
使
っ
て
周
囲
の
樹
木
を
切
り
開
く
と
よ
く
育
ち
結
実
す
る
。
自
生
地

一
帯
の
丘
は
所
有
者
の
管
理
が
行
き
届
き
、
下
草
に
は
四
季
お
り
お
り
の

野
の
花
が
咲
く
。

ク
リ（
ブ
ナ
科
）

温
帯
の
落
葉
高
木
で
、
成
木
は
高
さ
二
〇
ｍ
、
幹
回
り
二
～
五
ｍ
に
な

る
。
樹
皮
は
初
め
な
め
ら
か
だ
が
、
成
木
に
は
裂
け
目
が
で
き
る
。
頂
芽

が
な
く
冬
芽
は
球
状
で
、
赤
い
芽が

鱗り
ん

で
包
ま
れ
る
。
葉
は
互
生
、
長
楕
円

形
で
鋸
歯
が
あ
り
、
先
端
は
鋭
く
と
が
る
。
側
脈
は
一
五
～
二
〇
対
。
雄

花
房
は
新
し
い
枝
に
つ
い
て
淡
黄
色
、
長
さ
一
〇
～
一
五
㎝
、
甘
い
独
特

な
匂
い
を
放
つ
。
雌
花
は
二
、三
個
ず
つ
集
ま
っ
て
雌
花
の
下
に
つ
く
。

六
月
に
開
花
し
、
十
月
に
い
が
に
包
ま
れ
た
堅
果
を
つ
く
る
。
材
は
耐
朽

性
に
富
み
建
築
材
に
用
い
ら
れ
る
。
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県指定天然記念物

波は
っ

立た
ち

海か
い

岸が
ん

の
樹じ
ゅ

叢そ
う

指　

定　

昭
和
三
十
一
年
九
月
四
日

所
在
地　

い
わ
き
市
久
之
浜
町
田
之
網
字
横
内

所
有
者　

波
立
寺

久
之
浜
波
立
海
岸
の
波
立
薬
師
堂
の
境
内
、
裏
山
及
び
国
道
六
号
の
ト

ン
ネ
ル
を
越
え
た
岬
一
帯
に
、
海
岸
性
の
暖
地
性
植
物
の
自
然
林
が
あ

る
。
こ
の
林
は
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
と
ト
ベ
ラ
が
優
占
す
る
群
落
で
、
林
内
は
照

葉
樹
林
特
有
の
、
陰
う
つ
な
雰
囲
気
に
包
ま
れ
て
い
る
。
生
育
し
て
い
る

お
も
な
樹
木
は
、
ク
ロ
マ
ツ
・
ス
ダ
ジ
イ
・
タ
ブ
ノ
キ
・
モ
チ
ノ
キ
・
イ

ブ
キ
・
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
マ
サ
キ
・
ヤ
ツ
デ
・
ト
ベ
ラ
・
ヒ
サ
カ
キ
・
マ
ル

バ
グ
ミ
・
ア
オ
キ
等
で
、
下
草
は
ツ
ワ
ブ
キ
・
オ
ニ
ヤ
ブ
ソ
テ
ツ
・
ジ
ャ

ノ
ヒ
ゲ
・
ハ
マ
ギ
ク
等
で
あ
る
。
こ
の
な
か
で
、
ス
ダ
ジ
イ
・
ヤ
ツ
デ
・

マ
ル
バ
グ
ミ
・
ツ
ワ
ブ
キ
は
太
平
洋
岸
の
北
限
地
帯
の
も
の
で
、
ハ
マ
ギ

ク
は
南
限
に
近
い
も
の
で
あ
る
。

暖
地
性
植
物
群
は
、
波
立
海
岸
か
ら
北
上
す
る
に
つ
れ
て
次
第
に
少
な

く
な
り
、
自
然
の
樹
叢
の
状
態
で
残
っ
て
い
る
も
の
は
な
く
な
る
。
こ
こ

に
植
物
地
理
学
上
の
意
義
が
あ
る
。

ま
た
、
海
崖
を
覆
う
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ト
ベ
ラ
は
、
潮
風
を
強
く
受
け
て

美
し
い
流
線
型
の
偏
状
木
に
な
っ
て
い
る
。

暖
地
植
物
群

日
本
の
暖
地
と
亜
熱
帯
に
は
、
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
・
シ
イ
・
カ
シ
・
タ
ブ
等

を
種
と
し
た
常
緑
広
葉
樹
の
極き
ょ
く

相そ
う

林り
ん

が
で
き
、
温
帯
に
は
ブ
ナ
を
中
心

と
す
る
落
葉
広
葉
樹
の
極
相
林
が
で
き
る
。
い
わ
き
市
は
、
阿
武
隈
山
地

山
麓
よ
り
海
岸
側
は
温
暖
な
気
候
な
の
で
、
常
緑
広
葉
樹
の
極
相
林
が
で

き
る
地
帯
で
あ
る
。こ
こ
は
人
類
に
と
っ
て
も
生
活
し
や
す
い
所
の
た
め
、

林
地
の
開
発
が
進
み
、
常
緑
広
葉
樹
林
は
、
社
寺
林
や
崖
地
林
と
し
て
残

る
だ
け
に
な
っ
て
い
る
。

日
本
の
常
緑
広
葉
樹
の
葉
は
光
沢
が
あ
る
の
で
、
照
葉
樹
と
も
い
わ
れ

て
い
る
。
森
林
や
コ
ナ
ラ
林
の
中
に
ヤ
ブ
ツ
バ
キ
や
ヤ
ブ
コ
ウ
ジ
が
ま
じ

っ
て
い
た
ら
、
そ
の
地
は
昔
、
照
葉
樹
林
で
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
。


